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1．はじめに

　理科離れが日本の教育問題として扱われるよう
になってから相当時間が経過したにも関わらず，
これが解決したという話も聞かれない。現在，理
科という教科は小学校 3 年生から導入される。し
かしそれではもはや遅いのではないかということ
を筆者（S.T）は日頃から主張してきた。そして

「子どもは小さな科学者」のピアジェの言葉にあ
るように幼稚園の教育段階まで遡って理科の普及
に取り組むべきではないかという考えをベースと
して棟上（2020）の保育実践が行われた。今回は
幼稚園教諭を対象に，幼稚園教育要領の領域「環
境」（表 1）についてアンケート調査を行い，そ
の結果から保育と理科教育について掘り下げた議
論を行った。

2．調査の方法について

　アンケートは福岡県内に 2 園を開設している私
立幼稚園で行った。姉妹園ではあるものの立地条
件は格段の差があり，一方は福岡市博多区の都心

部，鹿児島本線と篠栗線の乗換駅から徒歩で 10
分程度の所にある。利便性は高いが残念な事に少
しばかり自然環境に疎遠な土地柄ではある。それ
に対しもう一つの園の方は宗像市の旧玄海町地区
にあった旧市立幼稚園施設の譲渡を受けて，そこ
に新築の園舎を建て，新設の幼稚園としてスター
トしたもので，圧倒的に自然環境に恵まれてお
り，幼稚園の理想の姿の一例を実現させている。
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人数の多い園が望ましい。とはいえ人数を増やした

と言っても，とても統計処理を行うほどではない。

その為に質的研究の手法を参考に分析を行った。質

的研究についてはメリアム(1998)や木下(2003)を参

考に以下に簡単に述べる。 

我々が普段目にするアンケートという調査では，

十分に多数の回答者からの回答を回収し，それらを

統計的に処理することにより，高い匿名性を維持し

つつ，集団としての特徴を明らかにするものが数多

く行われている。この様なものでは調査すべき意識

や現象・事象に何らかの枠組が決められており，そ

の枠の中から回答を選択するスタイルを取る。この

場合選択肢を呈示する事で，回答者の負担を軽減し，

さらなる回答の回収が目論まれるものといえる。そ

して大抵は予備調査などを通してある程度の傾向や

限界が把握されている場合に選択肢を提示した調査

が可能となる訳である。但し，その枠組に当てはま

らないような回答者は答えに窮してしまう事がしば

しばおこり得る。 

 研究の規模にもよるが，そのような予備調査など

を行う事が困難な場合であったり，そもそも調査対

象者がそれほど多くはいない場合は統計的処理もま

まならない。そのような場合でも質的調査なら行う

事が可能である。メリアム(1998)では，教育におけ

る主なタイプの質的調査法として解説されているが，

「基本的又は一般的」な質的調査法や，エスノグラ

フィ，現象学，グラウンディッドセオリー，ケース

スタディーといった手法が紹介されている。本研究

はこれらのうちの「基本的又は一般的な質的調査法」

に準じて行われた。そもそもこのようなアンケート

調査に基づく研究については初歩者も同然で，何も

かも手探りという状況で研究を進めており，改善す

べき点も多々あるとは思われる。しかし今回得られ

たデータには少なからず学問的意義が見いだされ，

公表するに値するものと判断した。 
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岡県ホームページで公表されている小・中学校教育

職の平均年齢は 42.8 歳となっている(https://www. 

pref.fukuoka.lg.jp/gyosei-shiryo/jinji-kyuuyot
eiinkanri.html)。続いて設問 1-1 及び 1-2 では，国・

社・数・理・英・音・美・家・体の９教科の中から

最も得意なものと最も不得意なものを１つずつ選択

してもらったが，その結果を図１及び図２に示す。 

 

 
続いて第２部であるが，この最初の設問２−１「保
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（１） 自然に触れて生活し，その大きさ，美しさ，不思議さなどに気付く。 

（２） 生活の中で，様々な物に触れ，その性質や仕組みに興味や関心を持つ。 
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（８） 身近な物や遊具に興味を持って関わり，自分なりに比べたり，関連付けたりしなが

ら考えたり，試したりして工夫して遊ぶ。 

（９） 日常生活の中で数量や図形などに関心をもつ。 
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表 1　幼稚園教育の 5 つの領域

　領域「環境」についてどのような活動が行われているか，実際の幼稚園教諭に対してアンケート調査を
行った。様々な活動についての回答が得られたが，それら活動と接続する小学校以上の理科の単元をリスト
アップすると，小 3 から高校理科に至るまで幅広い教科内容と関連する事が明らかになった。園においては
いかなる活動も領域の全てが含まれるが，少なくとも領域「環境」については科学としての根拠をふまえた
活動が望ましい。理科好きな幼稚園教諭として園児の指導にあたることが重要と考えられる。
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　幼稚園教諭へのアンケートであるので，できれ
ば人数の多い園が望ましい。とはいえ人数を増や
したと言っても，とても統計処理を行うのは困難
である。その為に質的研究の手法を参考に分析を
行った。質的研究についてはメリアム（1998）や
木下（2003）を参考に以下に簡単に述べる。
　我々が普段目にするアンケートという調査で
は，十分に多数の回答者からの回答を回収し，そ
れらを統計的に処理することにより，高い匿名性
を維持しつつ，集団としての特徴を明らかにする
ものが数多く行われている。この様なものでは調
査すべき意識や現象・事象に何らかの枠組が決め
られており，その枠の中から回答を選択するスタ
イルを取る。この場合選択肢を呈示する事で，回
答者の負担を軽減し，さらなる回答の回収が目論
まれるものといえる。そして大抵は予備調査など
を通してある程度の傾向や限界が把握されている
場合に選択肢を提示した調査が可能となる訳であ
る。但し，その枠組に当てはまらないような回答
者は答えに窮してしまう事がしばしばおこり得
る。
　研究の規模にもよるが，そのような予備調査な
どを行う事が困難な場合であったり，そもそも調
査対象者がそれほど多くはいない場合は統計的処
理もままならない。そのような場合でも質的調査
なら行う事が可能である。メリアム（1998）で
は，教育における主なタイプの質的調査法とし
て，「基本的又は一般的」な質的調査法や，エス
ノグラフィ，現象学，グラウンディッドセオリー，
ケーススタディーといった手法が紹介されてい
る。本研究はこれらのうちの「基本的又は一般的
な質的調査法」を意識して行われた。そもそもこ
のようなアンケート調査に基づく研究については
初歩者も同然で，何もかも手探りという状況で研
究を進めており，改善すべき点も多々あるとは思
われる。しかし今回得られたデータには少なから
ず学問的意義が見いだされ，公表に値するものと
判断した。

3．アンケート

　表 3 に示すようにアンケートは 3 部構成とし，
第 1 部は回答者の属性に関する設問，第 2 部は領
域「環境」に関する設問，第 3 部は本論では扱
わないが大学・短大教育と幼稚園教諭の仕事と
の関連の記述をお願いしている。総回答数は 36
で男女比は正確な値は示さないが 90% 以上が女
性，平均年齢は 27.1 歳と，他の校種の教員に比

べるとかなり低い。例えば，福岡県ホームページ
で公表されている小・中学校教育職の平均年齢は
42.8 歳となっている（https://www.pref.fukuoka.
lg.jp/gyosei-shiryo/jinji-kyuuyoteiinkanri.html）。
続いて設問 1-1 及び 1-2 では，国・社・数・理・
英・音・美・家・体の 9 教科の中から最も得意な
ものと最も不得意なものを 1 つずつ選択しても
らったが，その結果を図 1 及び図 2 に示す。

表 2　領域「環境」のねらいと内容
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表１．幼稚園教育の５つの領域 

表２．領域「環境」のねらいと内容 

　続いて第 2 部であるが，この最初の設問 2-1
「保育の実践の中で『物の性質』を扱ったものは
ありますか」については，表 2 に示す領域「環
境」についての内容（1 〜 10）から，「（2）生活
の中で，様々な物に触れ，その性質や仕組みに興
味や関心を持つ」に関連した設問を想定してい
る。最も理科的な活動が期待されると判断したた
めである。「仕組み」について追求しても良かっ
たのだが文面をシンプルにするために意図的に省
略した。（1）の「自然に触れて生活し，その大き
さ，美しさ，不思議さなどに気付く」というもの
の方が，理科的内容（特に生命・地球分野）とし
て理想に近いようにも思われるが，話題として多
少の偏りが感じられるということと，我々の生活
空間の中に自然を探そうとすると，かなりの困難
さを伴う事が想定されるので扱うのはやめにし
た。物の性質を調べる手段は多岐にわたってお
り，まさに五感を総動員する科学活動の根幹をな
すものといえる。
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が期待されると判断したためである。正確には「生

活の中で，様々な物に触れ，その性質や仕組みに興

味や関心をもつ」とあるので，「仕組」みについて追

求しても良かったのだが文面をシンプルにするため

に意図的に省略した。 (1)の「自然に触れて生活し，

その大きさ，美しさ，不思議さなどに気付く」とい

うものの方が，理科的内容（特に生命・地球分野）

として理想に近いようにも思われるが，多少の偏り

が感じられるということと，我々の生活空間の中に

自然を探そうとすると，かなりの困難さを伴う事が

想定されるので扱うのはやめにした。物の性質を調

べる手段は多岐にわたっており，まさに五感を総動

員する科学活動の根幹をなすものといえる。 

 
 

 

 
 
 
設問２−２では内容の (9)「日常生活の中で数量や

図形などに関心をもつ」を意識した設問となってい

る。設問 2-1 で性質を尋ねたので，今度は量的な観

点から尋ねているが，本来この内容は算数的な意味

合いが考慮されるべきものではある。設問２−３は

(3)「季節により自然や人間の生活に変化のある事に

気付く」に，設問２−４は内容(5)「身近な動植物に

親しみを持って接し，生命の尊さに気付き，いたわ

ったり，大切にしたりする」ものと対応させている。

しかし内容として 12 項目あるのでさらに 8 種類も

の設問を用意すると，記述式という答える労力の大

きさを考慮して負担が大きすぎると判断し，設問２−

５でその他特筆すべき保育実践として記入を求める

ものとした。但し，設問文にきちんと「領域『環境』」

と明記すべきであったところ「環境に関する領域で，

その他特筆すべき……」と記したことで，一般的な

環境の意味として捉えた回答でてきて，話題の幅が

膨らむという効果が得られたのは，少し想定外であ

った。 
 
３．分析 

 
設問 1-1 と 1-2 の結果を図１と図２に示す。これ

らを見ると，音楽は最も得意なものの首位に，そし

て最も不得意なものには全く入らないという結果で

あった。最も得意なものの第 2 位は国語で第３位は

美術，第４位は家庭科と体育が同率で入っており，

幼稚園教諭に必要な資質というものがストレートに

示されているといえる。不得意な教科の上位３位は

数学，社会，英語となった。理科を最も不得意とし

て回答したのは１名のみで，流石に理科の教授の調

査ということで遠慮があったのかもしれないし，数

学を最も不得意と回答した中にはその次には理科が

不得意な者が潜在しているのではないだろうかと想

像をふくらませてしまう。いずれにせよ理科系は極

めて少数派で，最も得意な教科として理科・数学を

挙げた人数は４名に過ぎない。しかし数学が最も得

意な回答者の平均年齢は 24.3 歳で，回答者全体の平

均年齢に比べると３歳以上も若い，つまり比較的新

たに採用された教諭が占めており，最近は幼稚園教

諭免許の取得者に数学好きな学生が含まれる可能性

を示唆している。 

 次に，第２部を見てゆく。表５〜８に回答の例を

まとめている。これらは重複するものと，何らかの

商標の宣伝と思しき文言は除外した。設問 2-1 では，

物の性質を扱った活動としいているが，実に多彩な

活動が展開されており，充実した保育が実践されて

いる様子がうかがえる（表４）。物の性質を調べると

いうことは理科のなかでも特に重要なことで，人間

の持つ感覚の全てを総動員して行わなければならな

図１．最も得意な教科 

図２．最も不得意な教科 
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　設問 2-2 では内容の（9）「日常生活の中で数量
や図形などに関心をもつ」を意識した設問となっ
ている。設問 2-1 で性質を尋ねたので，今度は量
的な観点から尋ねているが，本来この内容は算
数的な意味合いが想定されるものと考えられる。
設問 2-3 は（3）「季節により自然や人間の生活に
変化のある事に気付く」に，設問 2-4 は内容（5）

「身近な動植物に親しみを持って接し，生命の尊
さに気付き，いたわったり，大切にしたりする」
ものと対応させている。しかし内容としては 12
項目あるので，さらに 8 種類もの設問を用意する
のであれば回答の負担軽減を考慮して，設問 2-5
でその他特筆すべき保育実践として記入を求める
ものとした。但し，設問文にきちんと「領域『環
境』」と明記すべきであったところ「環境に関す
る領域で，その他特筆すべき……」と記したこと
で，一般的な環境の意味として捉えた回答がでて
きて，話題の幅が膨らむという効果が得られたの
は，少し想定外であった。

4．分析

　設問 1-1 と 1-2 の結果をそれぞれ図 1 と図 2 に
示す。これらを見ると，音楽は最も得意なものの
首位に，そして最も不得意なものには全く入らな
いという結果であった。最も得意なものの第 2 位
は国語で第 3 位は美術，第 4 位は家庭科と体育が
同率で入っており，幼稚園教諭に必要な資質とい
うものがストレートに示されているといえる。不
得意な教科の上位 3 位は数学，社会，英語となっ
た。理科を最も不得意として回答したのは 1 名の
みで，流石に理科の教授の調査ということで遠慮
があったのかもしれないし，数学を最も不得意と
回答した中にはその次には理科が不得意な者が潜
在しているのではないだろうかと想像をふくらま
せてしまう。いずれにせよ理科系は極めて少数派
で，最も得意な教科として理科・数学を挙げた人
数は 4 名に過ぎない。しかし数学が最も得意な回
答者の平均年齢は 24.3 歳で，回答者全体の平均
年齢に比べると 3 歳近く若い，つまり比較的新た
に採用された教諭が占めており，世代の相違が反
映されたものと考えられる。
　次に，第 2 部を見てゆく。表 5 〜 8 に回答の例
をまとめている。これらは重複するものと，何ら
かの商標を含むと思われる文言は除外した。設問
2-1 では，物の性質を扱った活動としているが，
実に多彩な活動が展開されており，充実した保育
が実践されている様子がうかがえる（表 4）。物
の性質を調べるということは理科のなかでも特に
重要なことで，人間の持つ感覚の全てを総動員し
て行わなければならない。とはいえどうしても視
覚に頼るものが多くなってしまうことは避けられ
ないのかもしれない。しかし，もっといろいろな
感覚が活用された方が充実した保育につながるの
ではないだろうか。
　設問 2-1 で，物の性質を問うたとなると今度は
数量を扱いたくなるのは，科学ではお決まりのパ
ターンである。ところが園の活動で扱う数量とな
ると，あまり難しいものは扱えない。ここでは，
図形の扱いは省略し，単に「量」の扱いを尋ね
た。もっとプリミティブなものを期待したが，結
果としては実に多様な「量」が扱われていること
が分かった。具体的なクラスの人数（表 5 の 14，
20，23，24）のように，誰が数えても正しいか誤
りか確認出来るものは扱いやすいものといえる。
次元としては長さ（4，17，19），体積・嵩（6，
13，18，30，33），時間（29），重量（3，33）が
扱われているが，2 の色水遊びで水の量について
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というのは，水を混ぜると色が薄くなる事を指し
ているのであろうか。とするとこれは濃度という
さらに高等な概念に通じるものが扱われているこ
とになる。生活の中での濃度で最初に思い出され
るのはやはり調理に関するものだが，今回の回答
には見られなかった。
　表 4 の第 3 列は活動の中で扱われている物の性
質や理科概念などを，第 4 列ではそれらの理科概
念が授業に出てくる校種・学年と単元名について
筆者が分析したものを記載している。これを見
ると，小 3 と小 4 がそれぞれ 4 件，小 5 は 2 件，
小 6 で 6 件，中 1・中 2・中 3 はそれぞれ 2 件・0
件・6 件，そして高校 4 件と，特に偏りなくばら
ついており，多様性ある活動が展開されている事
がわかった。また，科学概念として，かなり上級
学年の話題も存在している事が明らかになった。
　設問 2-3（季節のものを取り入れた遊び）につ
いては，やはり植物と昆虫に関するものが多数を
占める結果となった（表 6）。それ以外のものと
しては 24 の蚊帳の中のおままごと（そもそも蚊
帳も間接的に虫にまつわるものではあるが）と
37 〜 40 の氷雪に関するもの，41 と 42 のお正月
遊びの計 7 件のみである。季節のものとして提案
したいのは，給食のメニューから季節が感じられ
るものを探してみることである。さらに自然界の
ものとして，雲の特徴（夏の入道雲や秋のひつじ
雲など）や太陽の高度（窓際で，室内のどの辺ま
で日が差し込むかを観察・記録して比較する）と
いったものがあるだろう。当然ながら制服の衣替
えも，遊びではないが季節を知るための重要なイ
ベントといえる。
　設問 2-5 については，表 2 にあげた領域「環境」
というカテゴリーにこだわれば，ある程度の社会
的分野の回答があっても良かったと思う，つまり
内容の（6）〜（12）についてである。勿論，それ
らの内容が行われていないのではなく，アンケー
ト内で特に取り上げていなかったためと思われる。
表のまとめ方としては回答者の年齢層で区分する
事を考え概ね 5 歳毎を想定したが，加えて回答の
グループ分けを重視した。そうすると若手と中堅，
そして管理職クラスという形で分類された。若手
は努力を惜しまず，できるだけ多く文言を書き込
もうといている。それが中堅になるにつれ要点を
絞ったものに変わってゆき，ベテランとなると今
度は園舎内の環境維持についての記述をして頂い
た。いわば，普通の「環境」という意味として受
けとめており，園児のおかれている環境条件の維
持・管理に特段の注意を払い続けている結果と考

えられる。

5．考察

　全般的には設問 2-3 や設問 2-4，設問 2-5 には相
互に重複している回答が見られるが，これは全回
答をまとめてみると，どうしても起こってしまう
ものである（個別の回答票ではきちんと重複なく
書かれている）。「ヒヤシンスの観察」は設問 2-2
から設問 2-5 のどこに書き込まれても不自然なこ
とではない。これらの表からは読み取りにくい，
全体的な傾向から推量されるのは，設問 2-4 を除
いて，基本的に園としての取り組みであるように
見える。設問 2-4 は個別の教諭が園児との触れ合
いの中で経験したことが記載される傾向がある。
表 7 中で学年とあるのは，現時点（アンケート時
点）での担当学年なので，回答に書かれている園
児の学年とは限らない。しかし，髙杉（2021）で
は，「幼稚園の活動はどの活動も 5 領域がミック
スされています」とあり，橋口ほか（2020）の園
庭における築山に関する研究でも築山の活動には
5 領域が全て含まれると述べており，この点を考
慮すると，ありとあらゆる全ての幼稚園の活動が
回答されることとなりかねないが，領域「環境」
に重点を置いているものに絞って回答して頂いた
のは，本研究をまとめる上で有用な判断であった
と思われる。
　設問 2-1 では物の性質を扱った活動について尋
ねている事は既に述べたが，物の性質を調べると
いうことは，理科のなかでも特に重要なことで，
人間の持つ感覚の全てを総動員して行わなければ
ならない。とすると，人間の持つ「感覚」という
ものには一体どんなものがあるのか。表 4 に得ら
れた回答と，その物の性質，そしてそれをもたら
す感覚（第 5 列）をまとめている。つまり，極め
て数多くの種類の感覚を挙げている。中には，棟
上が強引に名付けた感覚もないわけではない。五
感という言葉があるが，表 4 では感覚をより詳細
に分解する試みを行っている。また触覚と触感と
いう語の違いは，触覚は中枢での判断まで含めた
もの，触感は感覚器官の働きに注目したものとし
て区別してみた。大人になると視覚に偏重する傾
向があるようだが，幼児の立場になって考えてみ
れば，人間は本当に様々な感覚を働かせている事
は想像に難くない。そして年齢によってはその感
覚は発達の途上でもある。例えば常石（2008）に
よれば，視覚，聴覚，触覚などの感覚は胎児期か
ら乳幼児期に目覚ましい発達を遂げ，生後の環境
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要因の影響も大きい，と論じている。触覚を例に
取れば，2 点弁別閾の値は少なくとも 9 歳では成
人レベルとなるという。つまり幼稚園ではかなり
の園児が発達途上という事になる。さらに重要な
のは複数の感覚を組み合わせてさらに複雑な分析
がなされているということである。触感につい
てみれば，粗さや柔らかさ表面温度などが組み
合わさることで物としての触覚が成立する（常
石，2008）。手で触る場合は手指の姿勢（関節開
曲度）が変化し，またこの変化から形が感じ取ら
れる訳であり，押す力の強弱により硬さが感知さ
れるなど（常石，2008）触覚というものは実にア
クティブな感覚だったことを思い知らされる。手
指の感覚ならばまだその程度で済むが，それが味
覚となるとどうであろうか。舌の味蕾が検出する
水溶液の組成だけではなく，舌触り，香り，歯ご
たえ，咀嚼音など，どれを取ってみても極めてセ
ンシティブな感覚であり，全ての感覚が総動員さ
れ，得られた感覚は神経を電気信号となり脳に到
達し，そこで情報は統合され，分析されて何物で
あるかの判断が下される。食べ物であれば美味い
か不味いかが『判る』までの間に我々は本当に沢
山の感覚を作用させているのである。恐らく専門
の文献をあたれば説明されていることと思われる
が，自己の感覚と経験を思い出してみた議論であ
る。勿論この議論は医学的身体的成長の過程とし
て捉えられているが，幼児教育の中ではむしろそ
れらの影響もあるが，さらに環境の影響を受ける
ものとして心的発達についても総合して捉える必
要があるのではないだろうか。
　本研究はそもそも幼稚園教育の中での理科，あ
るいは理科に通じる内容の全体像を明らかにする
ことが最初の出発点であったものだが，これは幼
稚園教育要領の「第 2 章　ねらい及び内容」には
5 つの領域のうちの 3 番目に扱われているものに
相当する（表 1）。生野（2020）や菅沼（2020），
二子石（2020）を参考にすると「領域『環境』」
と表記されているので，本論でもそれをそのまま
取り入れた。つまり領域「環境」という表記の場
合は，理科と社会に関連する内容≒生活科とかな
り近い位置付けとなる意味として解釈されてい
る。しかしこの環境という言葉は実に厄介なもの
であり，幼稚園教育要領の別頁では，幼稚園の教
育とは「環境を通して行う教育」と規定してお
り，こちらは一般的な意味としての「環境」であ
り，このような込み入った状況を呈している。井
上（2009）では，幼児期の環境教育について内外
の実践や先行研究を幅広く総合して論じている

が，全く同様の指摘がなされているのみならず，
さらに現状分析として（スウェーデンなどの一部
の国を除いた諸外国も同様に）「日本の公的な保
育においても，幼児期の環境教育が意識された
り，その必要性が示されたりすることはなかった
のである」と論じており，ここから環境という文
言を看板に掲げることの意義を考え直す必要性が
意識させられてくる。
　となると，5 つの領域の 1 つを「環境」と呼ぶ
のは適切とは言い難く，もっと別の呼び方に変更
すべきではなかろうか。そもそも，人間関係にし
てもそれは人間環境であるし，言葉の発達には当
然ながら言語環境が関わっていることが考慮され
れば，理科・数学の領域に「環境」というのは，
何の環境を指すのか分かりにくい。その原因の一
つは小学校第 1 学年・第 2 学年の「生活科」の存
在ではなかろうか。そもそも筆者（S.T.）は生活
科は早く止めにして理科と社会に戻すべきと常々
主張して止まないものではあるが，幼稚園のカリ
キュラムにこそ「生活」の語を取り入れて，「身
近な生活環境との関わりに関する領域『生活』」
とすれば，理・社・数の複合体という理解が得ら
れやすいし，小学校 1 年生への接続にも有利と思
われてならない。

6．結びに

　そもそも理科とは何であるか，文献をあたって
みると実に難解な議論（例えば，湯澤，2011）が
なされているが，本論ではもっと違う側面から議
論してみたい。それはカール・セーガンの啓蒙
書（和訳本）の一節に科学とは何か，ということ
について集約されているので，そのまま引用す
る。曰く，「科学は自由な研究によって進歩して
きたし，自由な研究のために存在する。どんなに
奇妙な仮説でも，その長所を考えてみよう，とい
うのが科学である。不快な考えを抑圧すること
は〈中略〉知識を求める人たちのすべきことでは
ない。〈中略〉だれが基本的に新しいことを考え
つくかは，前もっては知り難いのである（Sagan, 
1980）。」
　「子どもは小さな科学者」というのは，この事
を指していると解釈してみてはどうだろうか。つ
まり子どもの自由な発想をうまく伸ばしていくこ
とに注力するということである。但し，完全自由
放任という訳ではない。「科学というのは，もと
もと自己修正的な仕事である。仮説が広く受け入
れられるためには，確実な証拠をもって，真理の
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きびしい関門を突破しなければならない（Sagan, 
1980）。」実験や観察が重要であるというのは，こ
の証拠を得るための作業である。そして自己修正
的という言葉は，自己が納得する事とは正反対の
場合があるので注意が必要である。これは他者を
納得させることで科学概念が修正されて行く事を
も表しており，それには「言葉」が必要であり，
その前提として「人間関係」がある事を忘れては
ならない。
　「子どもは小さな科学者」の言葉には Carey

（1985）のように否定的な意見も見られるが，そ
れは科学の程度によっては子どもに無理な物もあ
ると言う意味で捉えるべきだと思われる。それよ
りも，子どもが科学に対して興味関心をもつよう
に仕向けることが重要であり，理解できたかどう
かについて追求することに意義を見いだすことは
不毛である。すなわち，科学に興味関心をもつ
よう仕向けるのはまさに幼稚園教諭というより
も，むしろ保護者の仕事であるはずだが，この力
が幼稚園全体の教育力として評価されてくるもの
と考えられる。かといって科学教育の教科書を園
の先生方に読ませようということではない。日常
生活の中に科学の側面を意識する（坂田・熊野，
2004）ということを通して，園の先生には「理科
を好き」になって頂ければいいだけの話ではない
だろうか。今回のアンケート第 1 部では好きな教
科を尋ねてはいないが，得意なものは好きなもの
と考えれば，そこに「理科」が来ていないのは
却って幸いなことといえる。理科好きを自負して
みても，考えようによってはそれまでの理科学習
履歴の上に成り立っているはずであり，現在の日
本のカリキュラムによるそういった学習履歴が理
科内容として偏っていないという保障はない（少
なくとも高等学校の理科は著しいアンバランスに
陥っている）。であるので，幼稚園教諭の方々に
は是非ともこれから理科好きになるよう意識する
事を心がけて頂きたいものである。坂田・熊野

（2006）では，教師が子どもの考えを深めるため，
意識的な言葉掛けをする事の重要性が説かれてい
る。子どもは先生のことをよく見ている。特に園
児との信頼関係が保たれているクラスであれば，
理科が好きな先生の下の子どもが理科好きになる
のは相当程度期待できると思われる。
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関

す
る

領
域

で
，
そ

の
他
特

筆
す

べ
き

保
育

実
践
が

あ
り
ま

し
た

ら
ご

回
答
下
さ

い
。
 

 

第
３

部
 

設
問
３

−１
．
幼

稚
園
教

諭
免

許
を

取
得

す
る

課
程

の
中

で
学

ん
だ

こ
と

の
う

ち
，
実
際

に
勤

務
し

て
か

ら

特
に
役

立
っ
た

と
い

う
も

の
が
あ
れ

ば
，
最

大
５
項

目
以

内
で

例
を

挙
げ

て
ご

回
答

下
さ

い
。
単

に

科
目
名

だ
け
で

は
な

く
，

具
体
的
な

内
容

に
つ

い
て

お
願
い

致
し

ま
す

。
 

設
問
３

−２
．
幼

稚
園
教

諭
と

し
て

勤
務

す
る

前
に

，
学

生
の

時
に

学
ん

で
き

て
欲

し
い

事
が

あ
れ

ば
教

え

て
下
さ

い
。
大

学
で

学
べ

な
い
よ
う

な
こ

と
で

も
構

い
ま
せ

ん
。
（
複
数

項
目
の

回
答

可
。）

 

表
３
．
ア
ン
ケ
ー
ト
の
全
文
（
回
答
欄
を
除
く
）
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表 4　設問 2-1 の主な回答と分析

 8 

 

 

 
  

1 アイスクリーム作り 子どもが大好きなアイスクリーム
小４水の三態変

化
味覚，温感，食感

2
アルミホイルにホワイトボード用の

ペンで絵を描き、水に浮かせる
親水性・親油性・比重

中３様々な物質

の利用
視覚（形態観察）

3 糸電話 糸の張力，音＝振動 高校物理・音 聴覚

4 色水遊び（アサガオ） アントシアニンとpHの関係 中３酸アルカリ 色覚，体験感

5 海岸でシーグラス拾い 観察力 小５川原の石 色覚，触感

6 紙コップロケット 空気の存在 小４空気の圧縮 視覚，工作感（過程）

7 紙質の違いに着目した制作活動

紙を構成する繊維の違いや絡まり

方など，目に見えないミクロの世

界の入口といえる

触感（紙）

8 車のおもちゃ，磁石で連結 磁性 小３磁石の性質 触覚（動作感）

9
滑りやすさ（摩擦力）の違い：上靴

と靴下・裸足で，，
摩擦の感覚，運動感覚

高校物理・摩擦

係数

触感（床），加速度感

（耳石器）

10 霧吹きで気化熱を体験 気化熱による温度変化
小４水の三態変

化
温感

11 魚釣り遊び・・・釣り竿に磁石 磁性 小３磁石の性質
触覚（動作感），聴覚

（カチッ）

12 塩アート 再結晶 小５再結晶 視覚，色覚

13 シャボン玉アート 表面張力，溶液（適切な濃度） 中１物質の姿
色覚，視覚（美的感

覚）

14
新聞紙遊び（びりびり，丸める，

ボールにする）
紙の性質各種 触感，聴覚，形態

15 砂遊びと泥遊び 砂の感触，泥の感触 小６土地の作り 触感・質感（砂泥）

16 砂場の表層と下層の温度 掘削した感じ，温度 小６土地の作り 温感，質感（砂）

17 スライム作り 高粘性流体（ゲル）
高校化学コロイ

ド
触感（ゲル），温感

18 泥団子づくり 泥の素材感，微粒子感 小６土地の作り 視覚，触感

19 粘土（米粉・小麦粉） 粘土の硬さ，塑性な感覚，着色 小６デンプン 触感（粘土）

20 はじき絵 疎水性 中３様々な物質 視覚（拭感），色覚

21
はっぱに薄い紙をあて、色鉛筆で塗

ると葉脈が浮き出てくる
植物のつくり（葉脈）

中１植物の体の

共通点と相違点
視覚（形態観察）

22 花の色の性質を使った染色 染色 中３酸アルカリ 色覚

23 ビニール袋風船 浮力，密度，空気抵抗 小４空気と温度 体験感覚

24 フィンガーペインティング 粘性，濃度
触感（ヌルヌル），色

覚

25 風車製作，紙皿使用 流体力学（気体）
小３風の力の働

き
視覚（動作観察）

26 変声機作り 振動，アルミホイルの隠れた性質 高校物理・音 聴覚

27 ポップコーン作り
トウモロコシのダイナミックな変

形，香りを楽しむ

視覚（動作観察），嗅

覚，味覚

28 もちつき
質感（アミロペクチン），美味し

さ
小６デンプン 触感（餅），食感

29
野菜のにおい　ピーマン　玉ねぎ

にんじん

ピラジン（ピーマン），硫化アリ

ル（タマネギ），ニンジンは香草

中１植物の体の

共通点と相違点
嗅覚

30 野菜を使ってのスタンピング 植物のつくり（断面）
小３植物の体の

つくり
視覚（形態観察）

31 ゆらゆらすいか（ゆらゆら舟） 重力，つり合い 小６てこ 視覚，工作感（過程）

32
ライフジャケットの着用に伴う浮力

を体験
浮力 中３浮力 浮遊感（水上）

33 ラバランプ 密度変化，対流またはソリトン 中３エネルギー 視覚（形態観察）

回答からの抜粋

（キーワード形式・50音順）

物の性質・理科概念

（気付かせたい点）
感覚

接続し得る理科

単元

表４．設問 2-1 の主な回答と分析 
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表
５

．
設
問

２
−
２

の
回

答
 

表
６
．
設
問
２
−
３
の
回
答

 

1
椅
子

を
並

べ
る
，

１
列

目
を
教

員
が

作
り
，

残

り
を

子
ど

も
た
ち

で
並

べ
る

割
り
算

？

2
色
水

遊
び

で
水
の

量
に

つ
い
て

濃
度
と

の
兼

ね
合
い

，
か

な
り
難

3
運
動

会
の

玉
入
れ

か
ご
の

重
さ

と
玉
数

4
絵
本

の
分

厚
さ

長
さ

5
絵
本

読
み

の
中
で

，
動

物
な
ど

の
出

現
回
数

を

数
え

る
計

数
・

数
の

一
時
記

憶

6
大
き

な
ペ

ッ
ト
ボ

ト
ル

と
複
数

の
小

さ
な
ペ

ッ

ト
ボ

ト
ル

の
水
量

比
較

体
積
，

か
け

算
？

7
同
じ

数
ず

つ
お
や

つ
を

食
べ
る

に
は

ど
う
す

る

か
？

ど
ち
ら

か
と

い
う
と

算
術

的
手
続

き
論

（
除
算

を
使

わ
な
い

場
合

）

8
お
も

ち
ゃ

の
個
数

制
限

や
お
や

つ
の

配
分
（

１

人
当

た
り

の
数
）

除
算

9
折
り

紙
や

新
聞
紙

を
職

員
室
へ

採
り

に
行
く

合
計
数

（
１

人
当
た

り
枚

数
×
人

数
）

1
0

買
い

物
の

手
遊
び

歌
数

の
語

彙

1
1

カ
プ

ラ
（

積
み
木

）
を

高
く
積

み
上

げ
る
に

は
？

（
個

数
一
定

）
組

合
せ

1
2

頑
張

り
を

シ
ー
ル

の
枚

数
で
表

示
「

頑
張
る

木
」

計
数

1
3

給
食

の
お

か
わ
り

の
量

を
調
節

す
る

体
積
，

嵩

1
4

ク
ラ

ス
の

人
数
報

告
（

当
番
活

動
）

3
0
程
度

ま
で

の
計
数

，
足

し
算
，

引
き

算

1
5

グ
ル

ー
プ

を
作
る

（
一

斑
○
人

）
員

数
分

配

1
6

時
間

待
ち

の
際
，

数
を

指
折
り

数
え

る
自

然
数

の
計

数

1
7

身
体

測
定

長
さ

1
8

水
筒

の
お

茶
の
入

れ
る

量
体

積
・

嵩

1
9

背
の

順
に

並
ぶ

身
長
（

長
さ

）
＋
第

三
者

の
視
点

2
0

送
迎

バ
ス

で
の
乗

降
数

と
現
員

数
足

し
算

，
引

き
算

2
1

体
育

で
一

列
か
ら

二
列

ま
た
は

三
列

に
な
る

単
純
な

計
数

と
手
順

2
2

昼
食

の
残

り
と
残

り
時

間
食

事
ス

ピ
ー

ド

2
3

朝
礼

並
び

何
番
目

に
並

ぶ
か
？

2
4

手
洗

い
や

，
ト
イ

レ
の

順
番

何
番
目

か

2
5

手
で

数
字

を
形
作

る
あ

そ
び

数
字
の

書
き

か
た

2
6

跳
び

箱
の

段
数

自
然
数

2
7

ナ
ス

の
収

穫
（
１

人
当

た
り
３

個
ま

で
）

大
き
い

も
の

を
見
つ

け
る

2
8

縄
跳

び
の

回
数

計
数

2
9

何
秒

か
か

る
か
皆

で
数

え
る

時
間

3
0

２
種

類
の

コ
ッ
プ

で
水

を
移
動

さ
せ

る
水

か
さ

3
1

ピ
ー

マ
ン

・
ミ
ニ

ト
マ

ト
の
収

穫
で

数
え
る

計
数

3
2

ブ
ラ

ン
コ

の
こ
い

だ
回

数
自

然
数

3
3

水
を

運
ぶ

た
め
の

容
器

，
容
量

に
よ

り
重
量

異

な
る

か
さ
，

重
さ

園
で

の
活

動
（
5
0
音

順
）

数
・

量
の

概
念

季
節

回
答

か
ら

の
抜
粋

1
た

ん
ぽ

ぽ
の
綿

毛
を

飛
ば

す

2
四

つ
葉

の
ク
ロ

ー
バ

ー
を

探
す

3
シ

ロ
ツ

メ
ク
サ

の
か

ん
む

り
つ
く

り

4
花

を
見

る

5
花

を
摘

む

6
落

ち
て

い
る
桜

の
花

び
ら

を
集
め

る

7
桜

の
葉

で
絵
を

描
く

8
桜

の
花

び
ら
を

使
っ

た
押

し
花

9
ツ

ツ
ジ

の
花
を

使
っ

て
色

水
遊
び

10
桑

の
実

の
色
水

11
虫

取
り

12
ヒ

ヤ
シ

ン
ス
を

育
て

る

13
チ

ョ
ウ

チ
ョ
や

お
花

を
折

り
紙
で

折
る

14
水

遊
び

15
水

風
船

16
花

を
使

っ
た
色

水
遊

び

17
野

菜
の

ス
タ
ン

ピ
ン

グ

18
チ

ョ
ウ

チ
ョ
と

り

19
蝉

と
り

20
バ

ッ
タ

と
り

21
蝉

の
抜

け
殻
と

り

22
あ

じ
さ

い
の
ス

テ
ン

ド
グ

ラ
ス
（

カ
ラ

ー
セ

ロ
ハ
ン

）

23
ぐ

る
ぐ

る
カ
タ

ツ
ム

リ
（

ク
レ
パ

ス
で

模
様

）

24
蚊

帳
の

中
で
お

ま
ま

ご
と

25
ツ

マ
グ

ロ
ヒ
ョ

ウ
モ

ン
の

飼
育

26
落

ち
葉

遊
び
（

紅
葉

・
銀

杏
・
欅

，
そ

の
他

枯
れ
葉

）

27
ど

ん
ぐ

り
ひ
ろ

い

28
落

ち
葉

ア
ー
ト

29
松

ぼ
っ

く
り
で

け
ん

玉
作

り

30
落

ち
葉

・
ど
ん

ぐ
り

・
木

枝
で
ア

ー
ト

31
落

ち
葉

の
王
冠

つ
く

り

32
落

ち
葉

で
お
面

作
り

33
落

ち
葉

の
ネ
ッ

ク
レ

ス
つ

く
り

34
枯

れ
葉

の
見
立

て
あ

そ
び

（
枯
れ

葉
の

お
風

呂
）

35
手

づ
く

り
バ
ッ

ク
に

ど
ん

ぐ
り
や

落
ち

葉
を

入
れ
て

遊
ぶ

36
椿

の
種

を
す
り

鉢
で

す
っ

て
油
を

と
る

。

37
雪

遊
び

38
雪

だ
る

ま
つ
く

り

39
雪

合
戦

40
つ

ら
ら

や
氷
を

さ
が

す

41
コ

マ
遊

び

42
か

る
た

大
会

春 夏 秋 冬 正
月

表
７

．
設
問

２
−
４

の
回

答
 

学
年

回
答

（
原
文
ま
ま
）

1
セ
ミ
が
土
の
上

に
落
ち
て
い
る
の
を
見
て
，
子

供
た
ち
が
せ
み
さ
ん
は
疲
れ
て

死
ん

じ
ゃ
っ
た
の
か

な
と
気
付
い
た
。

2

幼
稚
園
の
玄
関

に
い
る
三
匹
の
亀
を
見
て
，
挨

拶
を
し
た
り
，
亀
同
士
で
上
に

乗
っ
て
い

る
と
，
「
お
も

た
く
な
い
の
か
な
～
」
と
，
下

に
い
る
亀
を
心
配
そ
う
観
察
す

る
姿
が
見

ら
れ
た
。

3

グ
ラ
ン
ド
の
真

ん
中
に
，
小
さ
な
ダ
ン
ゴ
ム
シ

が
歩
い
て
い
て
，
子
ど
も
が
沢

山
寄
っ
て

き
て
見
て
い
た

。
小
さ
い
け
ど
み
ん
な
と
同
じ

よ
う
に
生
き
て
る
か
ら
優
し
く

触
っ
て

ね
，
踏
ま
な
い

よ
う
に
そ
っ
と
見
て
ね
と
声
掛

け
す
る
と
，
み
ん
な
大
事
そ
う

に
愛
お
し

そ
う
に
見
つ
め

て
い
た
。
男
の
子
が
，
手
の
ひ

ら
に
そ
っ
と
乗
せ
て
，
「
だ
め

よ
，
だ
い

じ
よ
，
び
っ
く

り
す
る
か
ら
」
と
，
ダ
ン
ゴ
ム

シ
を
宝
物
の
よ
う
に
手
に
乗
せ

て
い
た
。

そ
っ
と
草
の
上

に
戻
し
て
，
「
ば
い
ば
ー
い
」

と
手
を
振
っ
て
，
最
後
ま
で
可

愛
が
っ
て

い
た
こ
と
。
い

た
ず
ら
し
た
り
す
る
子
は
一
人

も
い
な
か
っ
た
。

4
ツ
マ
グ
ロ
ヒ
ョ

ウ
モ
ン
を
育
て
た
こ
と
。
幼
虫

だ
っ
た
ツ
マ
グ
ロ
ヒ
ョ
ウ
モ
ン

が
成
長
し

て
き
れ
い
な
蝶

に
な
っ
た
こ
と
を
み
ん
あ
で
成

長
を
見
守
っ
た
。

5
ヒ
ヤ
シ
ン
ス
を

育
て
た
こ
と
。
球
根
だ
っ
た
ヒ

ヤ
シ
ン
ス
を
み
ん
な
で
「
大
き

く
な
っ
て

ね
」
と
言
葉
を

か
け
て
み
ん
な
で
育
て
て
，
実

際
に
育
て
た
こ
と
。

6
水
槽
の
メ
ダ
カ

や
グ
ッ
ピ
ー
が
死
ぬ
と
，
気
づ

い
た
子
ど
も
た
ち
が
職
員
室
ま

で
教
え
に

来
る

7
カ
マ
キ
リ
の
捕

食
を
見
て

8
植
物
が
水
を
あ

げ
な
い
と
枯
れ
て
し
ま
う
こ
と

を
知
る
。

9

外
遊
び
の
際
に

あ
り
が
列
を
作
っ
て
歩
い
て
お

り
，
そ
れ
に
気
づ
い
た
男
の
子

が
あ
り
を

捕
ま
え
よ
う
と

し
て
い
た
。
す
る
と
，
近
く
に

い
た
女
の
子
が
み
ん
な
で
一
緒

に
い
る
の

に
可
哀
想
だ
と

い
っ
た
。

1
0

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ

：
育
て
る
う
え
で
，
土
が
乾
い

て
い
た
ら
水
を
あ
げ
て
い
た
が

，
日
当
た

り
の
良
さ
や
適

度
に
水
を
あ
げ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
。
根
腐
れ
し
て
い
る

も
の
や
，

枯
れ
て
し
ま
っ

た
も
の
も
ク
ラ
ス
の
中
に
は
あ

り
，
ど
う
育
て
た
ら
い
い
か
考

え
る
き
っ

か
け
と
な
っ
た

。

1
1

ダ
ン
ゴ
ム
シ
探

し
：
進
級
し
た
当
初
は
ひ
た
す

ら
捕
ま
え
る
こ
と
に
重
き
を
置

い
て
い
た

が
，
虫
に
も
家

族
が
い
る
こ
と
や
，
お
家
に
帰

れ
な
い
と
，
自
分
と
重
ね
て
考

え
る
こ
と

が
出
来
る
よ
う

に
な
っ
た
。
ご
み
が
落
ち
て
い

た
ら
虫
や
動
物
の
お
家
が
汚
く

な
っ
て
し

ま
う
と
考
え
る

よ
う
に
な
っ
た
。

1
2

妊
娠
中
の
先
生

が
幼
稚
園
に
遊
び
に
来
た
際
に

，
実
際
に
お
腹
を
触
ら
せ
て
も

ら
い
，
大

き
さ
や
感
触
に

感
動
し
て
い
た
。
自
分
た
ち
も

生
ま
れ
る
前
は
お
母
さ
ん
の
お

腹
の
中
に

い
た
こ
と
を
改

め
て
実
感
し
て
い
た
。

1
3

防
火
訓
練
の
際

に
，
「
命
は
，
大
事
だ
か
ら
絶

対
「
お
は
し
も
ち
」
は
守
る
」

と
言
っ
て

い
た
時
。

1
4

虫
や
生
き
物
を

育
て
て
，
し
ん
で
し
ま
っ
た
と

き
に
は
お
墓
を
つ
く
ろ
う
と
言

い
出
す
子

供
や
，
ち
ゃ
ん

と
お
別
れ
し
よ
う
と
言
う
子
ど

も
な
ど
，
大
切
に
し
て
い
る
様

子
が
う
か

が
え
ま
す
。

1
5

弱
っ
て
い
る
虫

を
草
む
ら
に
返
し
て
あ
げ
て
い

た
時

1
6

小
さ
な
カ
マ
キ

リ
を
捕
ま
え
ず
に
，
赤
ち
ゃ
ん

だ
か
ら
と
見
守
っ
て
い
た
時

1
7

ツ
マ
グ
ロ
ヒ
ョ

ウ
モ
ン
が
蝶
に
な
っ
て
自
然
に

返
す
時

1
8

食
育
（
豚
汁
と

ご
飯
の
日
）
を
通
し
て
，
1
つ
し

か
な
い
命
を
大
切
に
し
よ
う
と

学
ぶ
。
動

物
の
命
を
頂
い

て
い
る
こ
と
を
知
る
。

1
9

敬
老
の
手
紙
を

書
く
時
や
母
の
日
，
父
の
日
の

プ
レ
ゼ
ン
ト
を
作
成
す
る
と
き

に
大
好
き

な
家
族
か
ら
み

ん
な
生
ま
れ
て
き
た
こ
と
を
は

な
す
と
，
目
を
輝
か
せ
な
が
ら

「
す
ご

い
！
」
と
驚
い

て
い
た
。

主
任

２
歳
児

年
少

年
中

年
長

表
5　

設
問

2-
2

の
回

答
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表
５

．
設
問

２
−
２

の
回

答
 

表
６
．
設
問
２
−
３
の
回
答

 

1
椅
子

を
並

べ
る
，

１
列

目
を
教

員
が

作
り
，

残

り
を

子
ど

も
た
ち

で
並

べ
る

割
り
算

？

2
色
水

遊
び

で
水
の

量
に

つ
い
て

濃
度
と

の
兼

ね
合
い

，
か

な
り
難

3
運
動

会
の

玉
入
れ

か
ご
の

重
さ

と
玉
数

4
絵
本

の
分

厚
さ

長
さ

5
絵
本

読
み

の
中
で

，
動

物
な
ど

の
出

現
回
数

を

数
え

る
計

数
・

数
の

一
時
記

憶

6
大
き

な
ペ

ッ
ト
ボ

ト
ル

と
複
数

の
小

さ
な
ペ

ッ

ト
ボ

ト
ル

の
水
量

比
較

体
積
，

か
け

算
？

7
同
じ

数
ず

つ
お
や

つ
を

食
べ
る

に
は

ど
う
す

る

か
？

ど
ち
ら

か
と

い
う
と

算
術

的
手
続

き
論

（
除
算

を
使

わ
な
い

場
合

）

8
お
も

ち
ゃ

の
個
数

制
限

や
お
や

つ
の

配
分
（

１

人
当

た
り

の
数
）

除
算

9
折
り

紙
や

新
聞
紙

を
職

員
室
へ

採
り

に
行
く

合
計
数

（
１

人
当
た

り
枚

数
×
人

数
）

1
0

買
い

物
の

手
遊
び

歌
数

の
語

彙

1
1

カ
プ

ラ
（

積
み
木

）
を

高
く
積

み
上

げ
る
に

は
？

（
個

数
一
定

）
組

合
せ

1
2

頑
張

り
を

シ
ー
ル

の
枚

数
で
表

示
「

頑
張
る

木
」

計
数

1
3

給
食

の
お

か
わ
り

の
量

を
調
節

す
る

体
積
，

嵩

1
4

ク
ラ

ス
の

人
数
報

告
（

当
番
活

動
）

3
0
程
度

ま
で

の
計
数

，
足

し
算
，

引
き

算

1
5

グ
ル

ー
プ

を
作
る

（
一

斑
○
人

）
員

数
分

配

1
6

時
間

待
ち

の
際
，

数
を

指
折
り

数
え

る
自

然
数

の
計

数

1
7

身
体

測
定

長
さ

1
8

水
筒

の
お

茶
の
入

れ
る

量
体

積
・

嵩

1
9

背
の

順
に

並
ぶ

身
長
（

長
さ

）
＋
第

三
者

の
視
点

2
0

送
迎

バ
ス

で
の
乗

降
数

と
現
員

数
足

し
算

，
引

き
算

2
1

体
育

で
一

列
か
ら

二
列

ま
た
は

三
列

に
な
る

単
純
な

計
数

と
手
順

2
2

昼
食

の
残

り
と
残

り
時

間
食

事
ス

ピ
ー

ド

2
3

朝
礼

並
び

何
番
目

に
並

ぶ
か
？

2
4

手
洗

い
や

，
ト
イ

レ
の

順
番

何
番
目

か

2
5

手
で

数
字

を
形
作

る
あ

そ
び

数
字
の

書
き

か
た

2
6

跳
び

箱
の

段
数

自
然
数

2
7

ナ
ス

の
収

穫
（
１

人
当

た
り
３

個
ま

で
）

大
き
い

も
の

を
見
つ

け
る

2
8

縄
跳

び
の

回
数

計
数

2
9

何
秒

か
か

る
か
皆

で
数

え
る

時
間

3
0

２
種

類
の

コ
ッ
プ

で
水

を
移
動

さ
せ

る
水

か
さ

3
1

ピ
ー

マ
ン

・
ミ
ニ

ト
マ

ト
の
収

穫
で

数
え
る

計
数

3
2

ブ
ラ

ン
コ

の
こ
い

だ
回

数
自

然
数

3
3

水
を

運
ぶ

た
め
の

容
器

，
容
量

に
よ

り
重
量

異

な
る

か
さ
，

重
さ

園
で

の
活

動
（
5
0
音

順
）

数
・

量
の

概
念

季
節

回
答

か
ら

の
抜
粋

1
た

ん
ぽ

ぽ
の
綿

毛
を

飛
ば

す

2
四

つ
葉

の
ク
ロ

ー
バ

ー
を

探
す

3
シ

ロ
ツ

メ
ク
サ

の
か

ん
む

り
つ
く

り

4
花

を
見

る

5
花

を
摘

む

6
落

ち
て

い
る
桜

の
花

び
ら

を
集
め

る

7
桜

の
葉

で
絵
を

描
く

8
桜

の
花

び
ら
を

使
っ

た
押

し
花

9
ツ

ツ
ジ

の
花
を

使
っ

て
色

水
遊
び

10
桑

の
実

の
色
水

11
虫

取
り

12
ヒ

ヤ
シ

ン
ス
を

育
て

る

13
チ

ョ
ウ

チ
ョ
や

お
花

を
折

り
紙
で

折
る

14
水

遊
び

15
水

風
船

16
花

を
使

っ
た
色

水
遊

び

17
野

菜
の

ス
タ
ン

ピ
ン

グ

18
チ

ョ
ウ

チ
ョ
と

り

19
蝉

と
り

20
バ

ッ
タ

と
り

21
蝉

の
抜

け
殻
と

り

22
あ

じ
さ

い
の
ス

テ
ン

ド
グ

ラ
ス
（

カ
ラ

ー
セ

ロ
ハ
ン

）

23
ぐ

る
ぐ

る
カ
タ

ツ
ム

リ
（

ク
レ
パ

ス
で

模
様

）

24
蚊

帳
の

中
で
お

ま
ま

ご
と

25
ツ

マ
グ

ロ
ヒ
ョ

ウ
モ

ン
の

飼
育

26
落

ち
葉

遊
び
（

紅
葉

・
銀

杏
・
欅

，
そ

の
他

枯
れ
葉

）

27
ど

ん
ぐ

り
ひ
ろ

い

28
落

ち
葉

ア
ー
ト

29
松

ぼ
っ

く
り
で

け
ん

玉
作

り

30
落

ち
葉

・
ど
ん

ぐ
り

・
木

枝
で
ア

ー
ト

31
落

ち
葉

の
王
冠

つ
く

り

32
落

ち
葉

で
お
面

作
り

33
落

ち
葉

の
ネ
ッ

ク
レ

ス
つ

く
り

34
枯

れ
葉

の
見
立

て
あ

そ
び

（
枯
れ

葉
の

お
風

呂
）

35
手

づ
く

り
バ
ッ

ク
に

ど
ん

ぐ
り
や

落
ち

葉
を

入
れ
て

遊
ぶ

36
椿

の
種

を
す
り

鉢
で

す
っ

て
油
を

と
る

。

37
雪

遊
び

38
雪

だ
る

ま
つ
く

り

39
雪

合
戦

40
つ

ら
ら

や
氷
を

さ
が

す

41
コ

マ
遊

び

42
か

る
た

大
会

春 夏 秋 冬 正
月

表
７

．
設
問

２
−
４

の
回

答
 

学
年

回
答

（
原
文
ま
ま
）

1
セ
ミ
が
土
の
上

に
落
ち
て
い
る
の
を
見
て
，
子

供
た
ち
が
せ
み
さ
ん
は
疲
れ
て

死
ん

じ
ゃ
っ
た
の
か

な
と
気
付
い
た
。

2

幼
稚
園
の
玄
関

に
い
る
三
匹
の
亀
を
見
て
，
挨

拶
を
し
た
り
，
亀
同
士
で
上
に

乗
っ
て
い

る
と
，
「
お
も

た
く
な
い
の
か
な
～
」
と
，
下

に
い
る
亀
を
心
配
そ
う
観
察
す

る
姿
が
見

ら
れ
た
。

3

グ
ラ
ン
ド
の
真

ん
中
に
，
小
さ
な
ダ
ン
ゴ
ム
シ

が
歩
い
て
い
て
，
子
ど
も
が
沢

山
寄
っ
て

き
て
見
て
い
た

。
小
さ
い
け
ど
み
ん
な
と
同
じ

よ
う
に
生
き
て
る
か
ら
優
し
く

触
っ
て

ね
，
踏
ま
な
い

よ
う
に
そ
っ
と
見
て
ね
と
声
掛

け
す
る
と
，
み
ん
な
大
事
そ
う

に
愛
お
し

そ
う
に
見
つ
め

て
い
た
。
男
の
子
が
，
手
の
ひ

ら
に
そ
っ
と
乗
せ
て
，
「
だ
め

よ
，
だ
い

じ
よ
，
び
っ
く

り
す
る
か
ら
」
と
，
ダ
ン
ゴ
ム

シ
を
宝
物
の
よ
う
に
手
に
乗
せ

て
い
た
。

そ
っ
と
草
の
上

に
戻
し
て
，
「
ば
い
ば
ー
い
」

と
手
を
振
っ
て
，
最
後
ま
で
可

愛
が
っ
て

い
た
こ
と
。
い

た
ず
ら
し
た
り
す
る
子
は
一
人

も
い
な
か
っ
た
。

4
ツ
マ
グ
ロ
ヒ
ョ

ウ
モ
ン
を
育
て
た
こ
と
。
幼
虫

だ
っ
た
ツ
マ
グ
ロ
ヒ
ョ
ウ
モ
ン

が
成
長
し

て
き
れ
い
な
蝶

に
な
っ
た
こ
と
を
み
ん
あ
で
成

長
を
見
守
っ
た
。

5
ヒ
ヤ
シ
ン
ス
を

育
て
た
こ
と
。
球
根
だ
っ
た
ヒ

ヤ
シ
ン
ス
を
み
ん
な
で
「
大
き

く
な
っ
て

ね
」
と
言
葉
を

か
け
て
み
ん
な
で
育
て
て
，
実

際
に
育
て
た
こ
と
。

6
水
槽
の
メ
ダ
カ

や
グ
ッ
ピ
ー
が
死
ぬ
と
，
気
づ

い
た
子
ど
も
た
ち
が
職
員
室
ま

で
教
え
に

来
る

7
カ
マ
キ
リ
の
捕

食
を
見
て

8
植
物
が
水
を
あ

げ
な
い
と
枯
れ
て
し
ま
う
こ
と

を
知
る
。

9

外
遊
び
の
際
に

あ
り
が
列
を
作
っ
て
歩
い
て
お

り
，
そ
れ
に
気
づ
い
た
男
の
子

が
あ
り
を

捕
ま
え
よ
う
と

し
て
い
た
。
す
る
と
，
近
く
に

い
た
女
の
子
が
み
ん
な
で
一
緒

に
い
る
の

に
可
哀
想
だ
と

い
っ
た
。

1
0

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ

：
育
て
る
う
え
で
，
土
が
乾
い

て
い
た
ら
水
を
あ
げ
て
い
た
が

，
日
当
た

り
の
良
さ
や
適

度
に
水
を
あ
げ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
。
根
腐
れ
し
て
い
る

も
の
や
，

枯
れ
て
し
ま
っ

た
も
の
も
ク
ラ
ス
の
中
に
は
あ

り
，
ど
う
育
て
た
ら
い
い
か
考

え
る
き
っ

か
け
と
な
っ
た

。

1
1

ダ
ン
ゴ
ム
シ
探

し
：
進
級
し
た
当
初
は
ひ
た
す

ら
捕
ま
え
る
こ
と
に
重
き
を
置

い
て
い
た

が
，
虫
に
も
家

族
が
い
る
こ
と
や
，
お
家
に
帰

れ
な
い
と
，
自
分
と
重
ね
て
考

え
る
こ
と

が
出
来
る
よ
う

に
な
っ
た
。
ご
み
が
落
ち
て
い

た
ら
虫
や
動
物
の
お
家
が
汚
く

な
っ
て
し

ま
う
と
考
え
る

よ
う
に
な
っ
た
。

1
2

妊
娠
中
の
先
生

が
幼
稚
園
に
遊
び
に
来
た
際
に

，
実
際
に
お
腹
を
触
ら
せ
て
も

ら
い
，
大

き
さ
や
感
触
に

感
動
し
て
い
た
。
自
分
た
ち
も

生
ま
れ
る
前
は
お
母
さ
ん
の
お

腹
の
中
に

い
た
こ
と
を
改

め
て
実
感
し
て
い
た
。

1
3

防
火
訓
練
の
際

に
，
「
命
は
，
大
事
だ
か
ら
絶

対
「
お
は
し
も
ち
」
は
守
る
」

と
言
っ
て

い
た
時
。

1
4

虫
や
生
き
物
を

育
て
て
，
し
ん
で
し
ま
っ
た
と

き
に
は
お
墓
を
つ
く
ろ
う
と
言

い
出
す
子

供
や
，
ち
ゃ
ん

と
お
別
れ
し
よ
う
と
言
う
子
ど

も
な
ど
，
大
切
に
し
て
い
る
様

子
が
う
か

が
え
ま
す
。

1
5

弱
っ
て
い
る
虫

を
草
む
ら
に
返
し
て
あ
げ
て
い

た
時

1
6

小
さ
な
カ
マ
キ

リ
を
捕
ま
え
ず
に
，
赤
ち
ゃ
ん

だ
か
ら
と
見
守
っ
て
い
た
時

1
7

ツ
マ
グ
ロ
ヒ
ョ

ウ
モ
ン
が
蝶
に
な
っ
て
自
然
に

返
す
時

1
8

食
育
（
豚
汁
と

ご
飯
の
日
）
を
通
し
て
，
1
つ
し

か
な
い
命
を
大
切
に
し
よ
う
と

学
ぶ
。
動

物
の
命
を
頂
い

て
い
る
こ
と
を
知
る
。

1
9

敬
老
の
手
紙
を

書
く
時
や
母
の
日
，
父
の
日
の

プ
レ
ゼ
ン
ト
を
作
成
す
る
と
き

に
大
好
き

な
家
族
か
ら
み

ん
な
生
ま
れ
て
き
た
こ
と
を
は

な
す
と
，
目
を
輝
か
せ
な
が
ら

「
す
ご

い
！
」
と
驚
い

て
い
た
。

主
任

２
歳
児

年
少

年
中

年
長

表
6　

設
問

2-
3

の
回

答
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表
５

．
設
問

２
−
２

の
回

答
 

表
６
．
設
問
２
−
３
の
回
答

 

1
椅
子

を
並

べ
る
，

１
列

目
を
教

員
が

作
り
，

残

り
を

子
ど

も
た
ち

で
並

べ
る

割
り
算

？

2
色
水

遊
び

で
水
の

量
に

つ
い
て

濃
度
と

の
兼

ね
合
い

，
か

な
り
難

3
運
動

会
の

玉
入
れ

か
ご
の

重
さ

と
玉
数

4
絵
本

の
分

厚
さ

長
さ

5
絵
本

読
み

の
中
で

，
動

物
な
ど

の
出

現
回
数

を

数
え

る
計

数
・

数
の

一
時
記

憶

6
大
き

な
ペ

ッ
ト
ボ

ト
ル

と
複
数

の
小

さ
な
ペ

ッ

ト
ボ

ト
ル

の
水
量

比
較

体
積
，

か
け

算
？

7
同
じ

数
ず

つ
お
や

つ
を

食
べ
る

に
は

ど
う
す

る

か
？

ど
ち
ら

か
と

い
う
と

算
術

的
手
続

き
論

（
除
算

を
使

わ
な
い

場
合

）

8
お
も

ち
ゃ

の
個
数

制
限

や
お
や

つ
の

配
分
（

１

人
当

た
り

の
数
）

除
算

9
折
り

紙
や

新
聞
紙

を
職

員
室
へ

採
り

に
行
く

合
計
数

（
１

人
当
た

り
枚

数
×
人

数
）

1
0

買
い

物
の

手
遊
び

歌
数

の
語

彙

1
1

カ
プ

ラ
（

積
み
木

）
を

高
く
積

み
上

げ
る
に

は
？

（
個

数
一
定

）
組

合
せ

1
2

頑
張

り
を

シ
ー
ル

の
枚

数
で
表

示
「

頑
張
る

木
」

計
数

1
3

給
食

の
お

か
わ
り

の
量

を
調
節

す
る

体
積
，

嵩

1
4

ク
ラ

ス
の

人
数
報

告
（

当
番
活

動
）

3
0
程
度

ま
で

の
計
数

，
足

し
算
，

引
き

算

1
5

グ
ル

ー
プ

を
作
る

（
一

斑
○
人

）
員

数
分

配

1
6

時
間

待
ち

の
際
，

数
を

指
折
り

数
え

る
自

然
数

の
計

数

1
7

身
体

測
定

長
さ

1
8

水
筒

の
お

茶
の
入

れ
る

量
体

積
・

嵩

1
9

背
の

順
に

並
ぶ

身
長
（

長
さ

）
＋
第

三
者

の
視
点

2
0

送
迎

バ
ス

で
の
乗

降
数

と
現
員

数
足

し
算

，
引

き
算

2
1

体
育

で
一

列
か
ら

二
列

ま
た
は

三
列

に
な
る

単
純
な

計
数

と
手
順

2
2

昼
食

の
残

り
と
残

り
時

間
食

事
ス

ピ
ー

ド

2
3

朝
礼

並
び

何
番
目

に
並

ぶ
か
？

2
4

手
洗

い
や

，
ト
イ

レ
の

順
番

何
番
目

か

2
5

手
で

数
字

を
形
作

る
あ

そ
び

数
字
の

書
き

か
た

2
6

跳
び

箱
の

段
数

自
然
数

2
7

ナ
ス

の
収

穫
（
１

人
当

た
り
３

個
ま

で
）

大
き
い

も
の

を
見
つ

け
る

2
8

縄
跳

び
の

回
数

計
数

2
9

何
秒

か
か

る
か
皆

で
数

え
る

時
間

3
0

２
種

類
の

コ
ッ
プ

で
水

を
移
動

さ
せ

る
水

か
さ

3
1

ピ
ー

マ
ン

・
ミ
ニ

ト
マ

ト
の
収

穫
で

数
え
る

計
数

3
2

ブ
ラ

ン
コ

の
こ
い

だ
回

数
自

然
数

3
3

水
を

運
ぶ

た
め
の

容
器

，
容
量

に
よ

り
重
量

異

な
る

か
さ
，

重
さ

園
で

の
活

動
（
5
0
音

順
）

数
・

量
の

概
念

季
節

回
答

か
ら

の
抜
粋

1
た

ん
ぽ

ぽ
の
綿

毛
を

飛
ば

す

2
四

つ
葉

の
ク
ロ

ー
バ

ー
を

探
す

3
シ

ロ
ツ

メ
ク
サ

の
か

ん
む

り
つ
く

り

4
花

を
見

る

5
花

を
摘

む

6
落

ち
て

い
る
桜

の
花

び
ら

を
集
め

る

7
桜

の
葉

で
絵
を

描
く

8
桜

の
花

び
ら
を

使
っ

た
押

し
花

9
ツ

ツ
ジ

の
花
を

使
っ

て
色

水
遊
び

10
桑

の
実

の
色
水

11
虫

取
り

12
ヒ

ヤ
シ

ン
ス
を

育
て

る

13
チ

ョ
ウ

チ
ョ
や

お
花

を
折

り
紙
で

折
る

14
水

遊
び

15
水

風
船

16
花

を
使

っ
た
色

水
遊

び

17
野

菜
の

ス
タ
ン

ピ
ン

グ

18
チ

ョ
ウ

チ
ョ
と

り

19
蝉

と
り

20
バ

ッ
タ

と
り

21
蝉

の
抜

け
殻
と

り

22
あ

じ
さ

い
の
ス

テ
ン

ド
グ

ラ
ス
（

カ
ラ

ー
セ

ロ
ハ
ン

）

23
ぐ

る
ぐ

る
カ
タ

ツ
ム

リ
（

ク
レ
パ

ス
で

模
様

）

24
蚊

帳
の

中
で
お

ま
ま

ご
と

25
ツ

マ
グ

ロ
ヒ
ョ

ウ
モ

ン
の

飼
育

26
落

ち
葉

遊
び
（

紅
葉

・
銀

杏
・
欅

，
そ

の
他

枯
れ
葉

）

27
ど

ん
ぐ

り
ひ
ろ

い

28
落

ち
葉

ア
ー
ト

29
松

ぼ
っ

く
り
で

け
ん

玉
作

り

30
落

ち
葉

・
ど
ん

ぐ
り

・
木

枝
で
ア

ー
ト

31
落

ち
葉

の
王
冠

つ
く

り

32
落

ち
葉

で
お
面

作
り

33
落

ち
葉

の
ネ
ッ

ク
レ

ス
つ

く
り

34
枯

れ
葉

の
見
立

て
あ

そ
び

（
枯
れ

葉
の

お
風

呂
）

35
手

づ
く

り
バ
ッ

ク
に

ど
ん

ぐ
り
や

落
ち

葉
を

入
れ
て

遊
ぶ

36
椿

の
種

を
す
り

鉢
で

す
っ

て
油
を

と
る

。

37
雪

遊
び

38
雪

だ
る

ま
つ
く

り

39
雪

合
戦

40
つ

ら
ら

や
氷
を

さ
が

す

41
コ

マ
遊

び

42
か

る
た

大
会

春 夏 秋 冬 正
月

表
７

．
設
問

２
−
４

の
回

答
 

学
年

回
答

（
原
文
ま
ま
）

1
セ
ミ
が
土
の
上

に
落
ち
て
い
る
の
を
見
て
，
子

供
た
ち
が
せ
み
さ
ん
は
疲
れ
て

死
ん

じ
ゃ
っ
た
の
か

な
と
気
付
い
た
。

2

幼
稚
園
の
玄
関

に
い
る
三
匹
の
亀
を
見
て
，
挨

拶
を
し
た
り
，
亀
同
士
で
上
に

乗
っ
て
い

る
と
，
「
お
も

た
く
な
い
の
か
な
～
」
と
，
下

に
い
る
亀
を
心
配
そ
う
観
察
す

る
姿
が
見

ら
れ
た
。

3

グ
ラ
ン
ド
の
真

ん
中
に
，
小
さ
な
ダ
ン
ゴ
ム
シ

が
歩
い
て
い
て
，
子
ど
も
が
沢

山
寄
っ
て

き
て
見
て
い
た

。
小
さ
い
け
ど
み
ん
な
と
同
じ

よ
う
に
生
き
て
る
か
ら
優
し
く

触
っ
て

ね
，
踏
ま
な
い

よ
う
に
そ
っ
と
見
て
ね
と
声
掛

け
す
る
と
，
み
ん
な
大
事
そ
う

に
愛
お
し

そ
う
に
見
つ
め

て
い
た
。
男
の
子
が
，
手
の
ひ

ら
に
そ
っ
と
乗
せ
て
，
「
だ
め

よ
，
だ
い

じ
よ
，
び
っ
く

り
す
る
か
ら
」
と
，
ダ
ン
ゴ
ム

シ
を
宝
物
の
よ
う
に
手
に
乗
せ

て
い
た
。

そ
っ
と
草
の
上

に
戻
し
て
，
「
ば
い
ば
ー
い
」

と
手
を
振
っ
て
，
最
後
ま
で
可

愛
が
っ
て

い
た
こ
と
。
い

た
ず
ら
し
た
り
す
る
子
は
一
人

も
い
な
か
っ
た
。

4
ツ
マ
グ
ロ
ヒ
ョ

ウ
モ
ン
を
育
て
た
こ
と
。
幼
虫

だ
っ
た
ツ
マ
グ
ロ
ヒ
ョ
ウ
モ
ン

が
成
長
し

て
き
れ
い
な
蝶

に
な
っ
た
こ
と
を
み
ん
あ
で
成

長
を
見
守
っ
た
。

5
ヒ
ヤ
シ
ン
ス
を

育
て
た
こ
と
。
球
根
だ
っ
た
ヒ

ヤ
シ
ン
ス
を
み
ん
な
で
「
大
き

く
な
っ
て

ね
」
と
言
葉
を

か
け
て
み
ん
な
で
育
て
て
，
実

際
に
育
て
た
こ
と
。

6
水
槽
の
メ
ダ
カ

や
グ
ッ
ピ
ー
が
死
ぬ
と
，
気
づ

い
た
子
ど
も
た
ち
が
職
員
室
ま

で
教
え
に

来
る

7
カ
マ
キ
リ
の
捕

食
を
見
て

8
植
物
が
水
を
あ

げ
な
い
と
枯
れ
て
し
ま
う
こ
と

を
知
る
。

9

外
遊
び
の
際
に

あ
り
が
列
を
作
っ
て
歩
い
て
お

り
，
そ
れ
に
気
づ
い
た
男
の
子

が
あ
り
を

捕
ま
え
よ
う
と

し
て
い
た
。
す
る
と
，
近
く
に

い
た
女
の
子
が
み
ん
な
で
一
緒

に
い
る
の

に
可
哀
想
だ
と

い
っ
た
。

1
0

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ

：
育
て
る
う
え
で
，
土
が
乾
い

て
い
た
ら
水
を
あ
げ
て
い
た
が

，
日
当
た

り
の
良
さ
や
適

度
に
水
を
あ
げ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
。
根
腐
れ
し
て
い
る

も
の
や
，

枯
れ
て
し
ま
っ

た
も
の
も
ク
ラ
ス
の
中
に
は
あ

り
，
ど
う
育
て
た
ら
い
い
か
考

え
る
き
っ

か
け
と
な
っ
た

。

1
1

ダ
ン
ゴ
ム
シ
探

し
：
進
級
し
た
当
初
は
ひ
た
す

ら
捕
ま
え
る
こ
と
に
重
き
を
置

い
て
い
た

が
，
虫
に
も
家

族
が
い
る
こ
と
や
，
お
家
に
帰

れ
な
い
と
，
自
分
と
重
ね
て
考

え
る
こ
と

が
出
来
る
よ
う

に
な
っ
た
。
ご
み
が
落
ち
て
い

た
ら
虫
や
動
物
の
お
家
が
汚
く

な
っ
て
し

ま
う
と
考
え
る

よ
う
に
な
っ
た
。

1
2

妊
娠
中
の
先
生

が
幼
稚
園
に
遊
び
に
来
た
際
に

，
実
際
に
お
腹
を
触
ら
せ
て
も

ら
い
，
大

き
さ
や
感
触
に

感
動
し
て
い
た
。
自
分
た
ち
も

生
ま
れ
る
前
は
お
母
さ
ん
の
お

腹
の
中
に

い
た
こ
と
を
改

め
て
実
感
し
て
い
た
。

1
3

防
火
訓
練
の
際

に
，
「
命
は
，
大
事
だ
か
ら
絶

対
「
お
は
し
も
ち
」
は
守
る
」

と
言
っ
て

い
た
時
。

1
4

虫
や
生
き
物
を

育
て
て
，
し
ん
で
し
ま
っ
た
と

き
に
は
お
墓
を
つ
く
ろ
う
と
言

い
出
す
子

供
や
，
ち
ゃ
ん

と
お
別
れ
し
よ
う
と
言
う
子
ど

も
な
ど
，
大
切
に
し
て
い
る
様

子
が
う
か

が
え
ま
す
。

1
5

弱
っ
て
い
る
虫

を
草
む
ら
に
返
し
て
あ
げ
て
い

た
時

1
6

小
さ
な
カ
マ
キ

リ
を
捕
ま
え
ず
に
，
赤
ち
ゃ
ん

だ
か
ら
と
見
守
っ
て
い
た
時

1
7

ツ
マ
グ
ロ
ヒ
ョ

ウ
モ
ン
が
蝶
に
な
っ
て
自
然
に

返
す
時

1
8

食
育
（
豚
汁
と

ご
飯
の
日
）
を
通
し
て
，
1
つ
し

か
な
い
命
を
大
切
に
し
よ
う
と

学
ぶ
。
動

物
の
命
を
頂
い

て
い
る
こ
と
を
知
る
。

1
9

敬
老
の
手
紙
を

書
く
時
や
母
の
日
，
父
の
日
の

プ
レ
ゼ
ン
ト
を
作
成
す
る
と
き

に
大
好
き

な
家
族
か
ら
み

ん
な
生
ま
れ
て
き
た
こ
と
を
は

な
す
と
，
目
を
輝
か
せ
な
が
ら

「
す
ご

い
！
」
と
驚
い

て
い
た
。

主
任

２
歳
児

年
少

年
中

年
長



10 棟　上　俊　二　・　髙　杉　洋　史　・　髙　杉　美稚子

表 8　設問 2-5 の主な回答

 10

 

 

年齢層 回答（原文まま）

1

環境が１番大切だと思います。できるだけ，子どもたちが手持ち無沙汰にな

る時間がないように，スムーズに活動が進むように，保育者自身はパッパッ

と動けるよう導線を考えながら，水筒を置く場所，机椅子の場所など，を考

えています。

2

外遊び。自然豊かな園庭で遊ぶことは，季節の草花や虫を感じることができ

子どもたちにとって大きな刺激になると思います。また，外遊びで見た季節

の草花や虫をお部屋で思い出し，その歌「チューリップ」「とんぼのめが

ね」など実際に見た物の歌はより印象に残ると思います。

3 野菜つくり

4 動物飼育

5 天気によって，外遊びをするか，部屋あそびをするか子どもと話し合う

6 砂場で山を作り，道を作り，水を流す

7 ツマグロヒョウモン，蝶，トンボを捕まえ育てる

8 いきものふれあいで，海の生物を見たり，触ったりしている。

9

これからすすめていきたい保育内容については，少しずつ教室にそれらに関

するものを置いたり，貼ったりして，子どもの興味がわくような環境づくり

をしています。

10 芋ほりをする，またそれに伴い芋のスケッチをし貼り絵をする

11 実際のこいのぼりをみて，絵を描いた（写生）

12 園庭のさくらんぼや梅，しその葉に興味をもっていた。

13 カメの飼育

14 ヒヤシンスの観察

15 ヒヤシンスなどの植物を育てる

16 プラズマクラスター，次亜塩素酸水生成器設置，ペーパータオル使用

17 園内の窓は全開，時間ごとに消毒（次亜塩素酸水使用）を実施

20〜25

22〜26

35〜40

表８．設問 2-5 の主な回答 


